“クラブ”を考える（Ⅱ）
――クラブの組織機構と目的――
＊わが国の“クラブ”観

　わが国には内容的に多種類の「クラブ」が混在している。学校のクラブ活動、子供たちのための地域サッカークラブ、市民会館につくられた趣味のクラブ、老人クラブ、市中の囲碁クラブ、営利会社によるスイミングクラブ、ゴルフクラブから、飲み屋のクラブに到るまで、組織性格は多様であって、そこではクラブは“人の集まり”以上の意味をもたない。

ところが欧米では、「クラブ」という名称には歴史的に定まった規格があって、それから外れた組織をクラブと称することはない。
＊クラブの本質　

クラブ発達の歴史より、欧米で「クラブ」に求められる基本は、①共通の目的・関心を満たすために、②平等の資格で自発的に参加した会員が、③一定の約束（定款・会則）のもとに、④自らの拠出金による自主・自立的な運営を行う結社であって、⑤組織の自治、⑥役員の内部選出、⑦営利行為の排除、⑧会員の自由な意見表明の保証、⑨会員の相互尊重*、⑩民主主義**的な手続きによる運営、などである。

*入会希望者に対して現有会員から１名でも反対があれば入会を認めないゴルフクラブ、ロータリークラブなどの制度を一例とする。

**大きなクラブでは理事などの代表民主主義制度がひかれているが、本来は全員一致による原始民主主義である。これが現実に効果的に行われるためには、会員個人の“寛容”、“譲歩”が大切であり、ロータリーでも古くから重視されてきた。
＊クラブの基本性格　

クラブはその基本性格に基づいて幾つかに分類される。

・社交クラブ：　最も古い歴史を有するだけでなく、後述するように、クラブであるための基本的性格がここに存在している。

・政治結社：　国内外で政策集団がクラブと呼ばれてきたように、政党もクラブに起原をもつ。

・職能団体：　医師、弁護士、公認会計士ほか特定の職能を持つ人々が、共通の利益を護り、相互に交流するために設立した団体も、クラブの一種である。ドイツの「協会」Vereinに由来する。

・スポーツ・クラブ：　英国の市民の中に生まれたスポーツ・クラブは、その組織・規模を広めて競技団体（協会association、連盟league, union）として発展し、その中から、各種のプロスポーツ団体が発生した。

・カントリー・クラブ：　乗馬やゴルフのためのクラブはわが国では、クラブの名称を残している数少ない団体であるが、同時に多くは、営利会社によって運営されていて、今やクラブとしての本質的な性格を失った団体でもある。

・奉仕団体：　ロータリーは自ら奉仕団体と称しているが、その意味ではNPO法人なども、基本的にはクラブという概念に含まれる。
＊理解されていない原則　

かつては、クラブを漢字で、倶（ともに）楽（たのしむ）部（基準構成）と表記したように、欧米でclubとは、趣味であれ、スポーツであれ、それらを通じて人々が人間的交流を楽しむことを目的としている。これに対してわが国では、趣味やスポーツを行うことそのものが目的となってしまい、交流が本質的な目的であると意識されていないことが多い。

　ロータリーでも、長らく「親睦」か「奉仕」かと論議されてきた中で、「親睦」活動を行う中から「奉仕」が生まれるといった、わかりにくい説明がなされてきた。しかし、「クラブ」の本質を理解するならば、ロータリーとは“奉仕”を行う人々が、奉仕を通じた人間的“交流”をその本質的な目的として結成した団体である、ということを自覚しなければならない。
